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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の色材を用いて、媒体上に画像を形成する画像形成装置に接続され、
　前記画像形成装置における前記色材の出力特性を調整するための複数のカラーパッチの
形成指示を含む、第１パッチシート生成指示を、前記画像形成装置に対して出力する第１
キャリブレート手段と、
　前記画像形成装置において実行されるべき画像形成指示を受信し、当該受信した画像形
成指示に基づき、前記第１パッチシート生成指示に含まれるカラーパッチの数よりも少な
い数のカラーパッチの形成指示を含む、第２パッチシート生成指示を生成し、当該生成し
た第２パッチシート生成指示を前記画像形成装置に対して出力する第２キャリブレート手
段と、
　を含み、
　前記第２キャリブレート手段は、受信した画像形成指示により形成される画像の画素ご
とに、各色材の推定消費量を求め、当該画素ごとの各色材の推定消費量を、色材ごとに総
和して、前記画像形成装置において用いられる複数の色材の各々の推定消費量を演算し、
当該推定消費量に基づいて第２パッチシート上に形成するべき各カラーパッチの色を決定
することを特徴とする画像形成制御装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の画像形成制御装置であって、
　前記第２キャリブレート手段は、前記受信した画像形成指示の一部に前記カラーパッチ
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の形成指示を合成して、前記第２パッチシート生成指示を生成することを特徴とする画像
形成制御装置。
【請求項３】
　複数の色材を用いて、媒体上に画像を形成する画像形成装置に接続される画像形成制御
装置に、
　前記画像形成装置における前記色材の出力特性を調整するための複数のカラーパッチの
形成指示を含む、第１パッチシート生成指示を、前記画像形成装置に対して出力する工程
と、
　前記画像形成装置において実行されるべき画像形成指示を受信し、当該受信した画像形
成指示により形成される画像の画素ごとに、各色材の推定消費量を求め、当該画素ごとの
各色材の推定消費量を、色材ごとに総和して、前記画像形成装置において用いられる複数
の色材の各々の推定消費量を演算し、当該推定消費量に基づいて定めた色のカラーパッチ
であって、前記第１パッチシート生成指示に含まれるカラーパッチの数よりも少ない数の
カラーパッチの形成指示を含む、第２パッチシート生成指示を生成し、当該生成した第２
パッチシート生成指示を前記画像形成装置に対して出力する工程と、
　を実行させることを特徴とする画像形成装置のキャリブレート方法。
【請求項４】
　複数の色材を用いて、媒体上に画像を形成する画像形成装置に接続されるコンピュータ
に、
　前記画像形成装置における前記色材の出力特性を調整するための複数のカラーパッチの
形成指示を含む、第１パッチシート生成指示を、前記画像形成装置に対して出力する手順
と、
　前記画像形成装置において実行されるべき画像形成指示を受信し、当該受信した画像形
成指示により形成される画像の画素ごとに、各色材の推定消費量を求め、当該画素ごとの
各色材の推定消費量を、色材ごとに総和して、前記画像形成装置において用いられる複数
の色材の各々の推定消費量を演算し、当該推定消費量に基づいて定めた色のカラーパッチ
であって、前記第１パッチシート生成指示に含まれるカラーパッチの数よりも少ない数の
カラーパッチの形成指示を含む、第２パッチシート生成指示を生成し、当該生成した第２
パッチシート生成指示を前記画像形成装置に対して出力する手順と、
　を実行させることを特徴とするプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、プリンタなどの画像形成装置に接続され、当該画像形成装置を制御する画像
形成制御装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　カラープリンタなど、複数の色材を利用して画像を形成する装置では、画像形成指示に
より指定された色を再現するための各色材の使用量を調整して、色の再現性を予め定めら
れた規定状態とする、キャリブレーション処理が行われる。
【０００３】
　なお、キャリブレーションに用いたカラーパッチよりも少ない数のカラーパッチを用い
て、キャリブレーションの結果を補正する技術が、特許文献１に開示されている。
【特許文献１】特開２００２－３５４２７８号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、上記従来のキャリブレーション方法では、補正時のカラーパッチ（少数
カラーパッチ）を、キャリブレーション時のカラーパッチのサブセットとして選択してい
る（特許文献１の００３１段落などを参照）。また、色材そのものの特性により変動の大
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きい色材についてのカラーパッチを用いる例などは開示されている（特許文献１の００４
８段落などを参照）。
【０００５】
　しかしながら、実行されている画像形成処理による各色材の消費量については考慮され
ていないので、補正の精度の向上に限界があった。
【０００６】
　本発明は上記実情に鑑みて為されたもので、キャリブレーションの精度を向上できる画
像形成制御装置を提供することを、その目的の一つとする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記従来例の問題点を解決するための本発明は、複数の色材を用いて、媒体上に画像を
形成する画像形成装置に接続された画像形成制御装置であって、前記画像形成装置におけ
る前記色材の出力特性を調整するための複数のカラーパッチの形成指示を含む、第１パッ
チシート生成指示を、前記画像形成装置に対して出力する第１キャリブレート手段と、前
記画像形成装置において実行されるべき画像形成指示を受信し、当該受信した画像形成指
示に基づき、前記第１パッチシート生成指示に含まれるカラーパッチの数よりも少ない数
のカラーパッチの形成指示を含む、第２パッチシート生成指示を生成し、当該生成した第
２パッチシート生成指示を前記画像形成装置に対して出力する第２キャリブレート手段と
、を含み、前記第２キャリブレート手段は、受信した画像形成指示に基づいて、前記画像
形成装置において用いられる複数の色材の各々の推定消費量を演算し、当該推定消費量に
基づいて第２パッチシート上に形成するべき各カラーパッチの色を決定することを特徴と
している。
【０００８】
　ここで前記第２キャリブレート手段は、前記受信した画像形成指示の一部に前記カラー
パッチの形成指示を合成して、前記第２パッチシート生成指示を生成することとしてもよ
い。
【０００９】
　また、本発明の一態様に係るキャリブレート方法は、複数の色材を用いて、媒体上に画
像を形成する画像形成装置に接続される画像形成制御装置に、前記画像形成装置における
前記色材の出力特性を調整するための複数のカラーパッチの形成指示を含む、第１パッチ
シート生成指示を、前記画像形成装置に対して出力する工程と、前記画像形成装置におい
て実行されるべき画像形成指示を受信し、当該受信した画像形成指示に基づき、前記画像
形成装置において用いられる複数の色材の各々の推定消費量を演算し、当該推定消費量に
基づいて定めた色のカラーパッチであって、前記第１パッチシート生成指示に含まれるカ
ラーパッチの数よりも少ない数のカラーパッチの形成指示を含む、第２パッチシート生成
指示を生成し、当該生成した第２パッチシート生成指示を前記画像形成装置に対して出力
する工程と、を実行させることを特徴としている。
【００１０】
　さらに、本発明の別の態様に係るプログラムは、複数の色材を用いて、媒体上に画像を
形成する画像形成装置に接続されるコンピュータに、前記画像形成装置における前記色材
の出力特性を調整するための複数のカラーパッチの形成指示を含む、第１パッチシート生
成指示を、前記画像形成装置に対して出力する手順と、前記画像形成装置において実行さ
れるべき画像形成指示を受信し、当該受信した画像形成指示に基づき、前記画像形成装置
において用いられる複数の色材の各々の推定消費量を演算し、当該推定消費量に基づいて
定めた色のカラーパッチであって、前記第１パッチシート生成指示に含まれるカラーパッ
チの数よりも少ない数のカラーパッチの形成指示を含む、第２パッチシート生成指示を生
成し、当該生成した第２パッチシート生成指示を前記画像形成装置に対して出力する手順
と、を実行させることを特徴としている。
【発明の効果】
【００１１】
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　本発明によると、画像形成装置に対して、通常のキャリブレーションに加えて、画像形
成に用いた色材の推定消費量に基づく補助キャリブレーションを行わせることで、キャリ
ブレーションの精度を向上できる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１２】
　本発明の実施の形態について図面を参照しながら説明する。本発明の実施の形態に係る
画像形成制御装置は、図１に示すように、プリンタサーバ１として実現でき、画像形成装
置としてのプリンタ２に接続されている。
【００１３】
　本実施の形態の画像形成制御装置としてのプリンタサーバ１は、図１に示すように、制
御部１１と、記憶部１２と、通信部１３とを含んで構成される。
【００１４】
　制御部１１は、ＣＰＵ等を用いて実現できる。この制御部１１は、記憶部１２に格納さ
れているプログラムに従って動作している。本実施の形態では、ネットワークを介してク
ライアント側からプリントジョブとして画像形成指示を受信して記憶部１２に格納する処
理や、画像形成装置としてのプリンタ２に対して、キャリブレーション用のカラーパッチ
を形成させる指示を生成する処理などを実行している。これらの制御部１１の処理の具体
的な内容については後に詳しく述べる。
【００１５】
　記憶部１２は、ＲＡＭ（Random Access Memory）やＲＯＭ（Read Only Memory）等の記
憶素子や、ハードディスクなどのディスクデバイスを含んで構成されている。この記憶部
１２には、制御部１１によって実行されるプログラムが格納されている。また、この記憶
部１２は、制御部１１のワークメモリとしても動作する。また本実施の形態では、この記
憶部１２に、プリントジョブが格納される。
【００１６】
　通信部１３は、ネットワークインタフェースであり、制御部１１から入力される指示に
従って、プリンタ２等の指定された宛先へデータを送出する。また、この通信部１３は、
クライアントなどから到来するデータを受信して制御部１１に出力する。
【００１７】
　プリンタ２は、プリンタサーバ１からネットワークを介して受信した画像形成指示（プ
リントジョブ）に従って、用紙などの所定媒体上に画像を形成する。本実施の形態のプリ
ンタ２は、複数の色材（トナーなど）を用いて、カラーの画像を形成する。
【００１８】
　ここでプリンタサーバ１の制御部１１が実行する処理の内容について説明する。本実施
の形態の制御部１１は、ネットワークを介してクライアント側からプリントジョブとして
画像形成指示を受信して記憶部１２に格納する処理を実行する。
【００１９】
　本実施の形態の制御部１１は、ネットワークを介して画像形成指示を受信すると、固有
の識別子を発行する。制御部１１は、発行した識別子に関連づけて、受信した順に、画像
形成指示を記憶部１２に格納し、待ち行列（キュー）を生成する。そして、この待ち行列
に保持された順で、画像形成指示をプリンタ２へ出力する。この際、制御部１１は、各画
像形成指示によって印刷出力される用紙の枚数を、枚数カウント値としてカウントしてお
く。
【００２０】
　また、制御部１１は、プリンタ２に対してキャリブレーション用のカラーパッチを形成
させる指示を生成する。本実施の形態では、プリンタ２における各トナーの出力特性を調
整するための、複数のカラーパッチの形成指示を含む第１パッチシート生成指示を生成し
て、プリンタ２へ出力する処理（通常キャリブレーション処理）を行うとともに、所定の
タイミングで、第１パッチシートに含まれるカラーパッチの数よりも少ないカラーパッチ
の形成指示を含む第２パッチシート生成指示を生成して、プリンタ２へ出力する処理（補
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助キャリブレーション処理）を実行する。
【００２１】
　ここで、通常キャリブレーション処理は、一般的なキャリブレーションの処理と同様の
ものであるので、ここでの詳細な説明を省略する。以下では、補助キャリブレーション処
理の実行タイミングおよび、補助キャリブレーション処理におけるカラーパッチの色の決
定方法について述べる。
【００２２】
　すなわち本実施の形態では、制御部１１は、予め管理者から補助キャリブレーション処
理の実行間隔の設定を受けて、記憶部１２に格納しておく。ここで実行間隔は、プリント
出力枚数によって「Ｎ枚ごと」のように指定する。
【００２３】
　また、プリンタ２へ出力する画像形成指示には、補助キャリブレーション処理のカラー
パッチを形成することの可否の情報と、事前に補助キャリブレーションを行うか否かの情
報と、が含められる。つまり、プリンタ２において印刷をしようとする利用者は、クライ
アント装置において、補助キャリブレーション処理のカラーパッチを形成することの可否
の情報と、事前に補助キャリブレーションを行うか否かの情報とを設定する。
【００２４】
　そして制御部１１は、例えば画像形成指示を受け入れるごとに、図２に示す処理を行う
。まず制御部１１は、受信した画像形成指示を処理対象として、当該処理対象の画像形成
指示に、処理前に補助キャリブレーションを行うべき旨の情報が含まれているか否かを調
べる（Ｓ１）。ここで、事前に補助キャリブレーションを行うべき旨の情報が含まれてい
ない場合（Ｎｏの場合）は、前回補助キャリブレーションを実行して以降、プリンタ２へ
出力した画像形成指示による印刷枚数の総和が、設定された実行間隔を超えたか否かを調
べる（つまり、設定された実行タイミングが到来したか否かを調べる；Ｓ２）。すなわち
制御部１１は、補助キャリブレーションのためのカラーパッチを形成させるごとに、その
時点でのプリンタ出力枚数を記憶しておき、この記憶しているプリンタ出力枚数と現在の
プリンタ出力枚数とを比較することで、設定された実行間隔を超えているか否かが判断さ
れる。
【００２５】
　ここで設定された実行間隔を超えている場合（Ｙｅｓの場合）は、記憶部１２に格納さ
れているキューを参照して、次にプリンタ２へ出力する画像形成指示（以下、処理対象と
なった画像形成指示と区別するため、「次処理ジョブ」と呼ぶ）を取得する。そして、当
該取得した次処理ジョブの一部に、補助キャリブレーション用のカラーパッチを合成可能
であるか否かを判断する（Ｓ３）。この判断は、補助キャリブレーション処理のカラーパ
ッチの形成を許可する旨の情報が含まれているか否かや、カラーパッチを合成可能な領域
があるか否かを調べることで行われる。これにより例えば、図３に示すような用紙の縁部
分など、予めカラーパッチを合成するべき領域（Ｒ）として定められた領域にまで描画が
される場合は、補助キャリブレーション処理を行わないように制御する。
【００２６】
　処理Ｓ３において、補助キャリブレーション処理のカラーパッチの形成が可能と判断し
た場合（Ｙｅｓの場合）は、補助キャリブレーション処理を実行して（Ｓ４）、処理を終
了する。一方、処理Ｓ３において、補助キャリブレーション処理のカラーパッチの形成が
可能でないと判断した場合（Ｎｏの場合）は、補助キャリブレーション処理の延期が可能
であるか否かを判断する（Ｓ５）。
【００２７】
　例えば制御部１１は、補助キャリブレーション処理の延期を行う場合、記憶部１２に延
期カウンタの記憶領域が確保されているか否かを調べ、確保されていなければ延期カウン
タを設定して、「０」にリセットする。また、制御部１１は、延期カウンタが設定されて
いるときには、画像形成指示をプリンタ２に出力するごとに、当該出力する画像形成指示
による形成枚数を延期カウンタに加算する（延期処理；Ｓ６）。そして、この処理Ｓ５に
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おいて、延期カウンタの値が、予め定めたカウントしきい値を超えている場合に、補助キ
ャリブレーション処理の延期が可能でないと判断する。
【００２８】
　処理Ｓ５において補助キャリブレーション処理の延期が可能でないと判断した場合（Ｎ
ｏの場合）、制御部１１は、受け入れている画像形成指示とは別に、補助キャリブレーシ
ョンのためのカラーパッチを形成する画像形成指示をプリンタ２に出力して（Ｓ７）、処
理を終了する。この場合、プリンタ２は、白紙に補助キャリブレーションのためのカラー
パッチを形成して出力することになる。
【００２９】
　一方、処理Ｓ２において、前回補助キャリブレーションを実行して以降、プリンタ２へ
出力した画像形成指示による印刷枚数の総和が、設定された実行間隔を超えていない場合
（Ｎｏの場合）は、そのまま処理を終了する。
【００３０】
　また、処理Ｓ１において、処理対象の画像形成指示に、事前に補助キャリブレーション
を行うべき旨の情報が含まれている場合（Ｙｅｓの場合）は、待ち行列を参照して、処理
対象の画像形成指示よりも前に、プリンタ２へ出力するべき画像形成指示（以下、区別の
ため、「先行ジョブ」と呼ぶ）があるか否かを調べる（Ｓ８）。ここで、先行ジョブがな
ければ（Ｎｏならば）、処理Ｓ７へ移行して、補助キャリブレーションのためのカラーパ
ッチを形成する画像形成指示をプリンタ２に出力し、処理を終了する。
【００３１】
　また、処理Ｓ８において、先行ジョブがあれば（Ｙｅｓならば）、当該先行ジョブのう
ち、処理対象の画像形成指示の直前に、プリンタ２へ出力される先行ジョブに、補助キャ
リブレーション用のカラーパッチを合成可能であるか否かを判断する（Ｓ９）。この判断
も処理Ｓ３における判断と同様に、補助キャリブレーション処理のカラーパッチの形成を
許可する旨の情報が含まれているか否かや、カラーパッチを合成可能な領域があるか否か
を調べることで行われる。
【００３２】
　そして処理Ｓ９において、処理対象の画像形成指示の直前に、プリンタ２へ出力される
先行ジョブに、補助キャリブレーション用のカラーパッチを合成可能である場合（Ｙｅｓ
の場合）は、当該先行ジョブに補助キャリブレーション処理を実行して（Ｓ１０）、処理
を終了する。また、処理Ｓ９において、処理対象の画像形成指示の直前に、プリンタ２へ
出力される先行ジョブに、補助キャリブレーション用のカラーパッチを合成可能でない場
合（Ｎｏの場合）は、処理Ｓ７へ移行して（Ａ）、補助キャリブレーションのためのカラ
ーパッチを形成する画像形成指示をプリンタ２に出力し、処理を終了する。
【００３３】
　また、本実施の形態の制御部１１は、画像形成指示をプリンタ２へ出力する際に、図２
の処理Ｓ２以降の処理を実行する（Ｂ）。これにより、延期された補助キャリブレーショ
ンの処理を適宜実行できるようになる。
【００３４】
　次に、処理Ｓ４，Ｓ７，Ｓ１０における補助キャリブレーション処理の内容について説
明する。これら補助キャリブレーション処理において、制御部１１はまず、待ち行列に格
納した画像形成指示に基づいて各トナーの推定消費量を演算し、当該推定消費量に基づい
て、補助キャリブレーション用の各カラーパッチの色を決定する。
【００３５】
　すなわち、制御部１１は、画像形成指示を受信すると、当該画像形成指示に係るトナー
の推定消費量を演算する。この演算は例えば次のようにして行う。制御部１１は、まず推
定消費量の演算の対象となる画像形成指示に基づいてラスタライズ処理を行う。そして、
プリンタ２における色材ごとのビットマップ画像を生成する（分版処理）。例えばプリン
タ２における色材が、シアン（Ｃ）、マゼンタ（Ｍ）、イエロー（Ｙ）、ブラック（Ｋ）
の４つであれば、各色ごとのビットマップデータを生成する。
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【００３６】
　また、予め、所定の濃度ｄe（以下、単位濃度と呼ぶ）での画素あたりのトナー消費量
（単位消費量）をｔeとして記憶部１２に格納しておき、上記各色のうち、注目色のビッ
トマップデータ上のｉ番目の画素について、画素の濃度ｄiを用いて、画素ごとのトナー
消費量推定値ｔpを、
ｔｐi＝ｄi×ｔe／ｄe
として、この画素ごとのトナー消費量推定値ｔpの注目色のビットマップデータあたりの
総和
Ｔc＝Σｔｐi＝ｔe／ｄe×Σｄi
を演算する。
【００３７】
　このＴcが、注目色のトナーの推定消費量となる。なお、例えば単位濃度での画素あた
りのトナー消費量が、色ごとに異なる場合は、記憶部１２に各色ごとの単位消費量を設定
しておき、注目色に対応する単位消費量を用いて、上記演算を行うこととすればよい。
【００３８】
　制御部１１は、こうして演算した、色ごとの推定消費量に基づいて、補助キャリブレー
ションのためのカラーパッチのセットを定める。このカラーパッチを定める処理は例えば
、次のようになる。すなわち、記憶部１２に予めトナーの色に関連付けて、互いに異なる
カラーパッチのセットを格納しておく。具体的な例としては、シアン（Ｃ）の色に関連付
けて、互いに濃度の異なるシアンのカラーパッチ群と、マゼンタ（Ｍ）、イエロー（Ｙ）
の各色一つずつのカラーパッチとを含むカラーパッチのセットを関連付けておく。ここで
各カラーパッチのセットは、予め定められた用紙の余白などの領域（図３の領域（Ｒ）な
ど）に形成可能な数のカラーパッチが含まれ、通常のキャリブレーション用のカラーパッ
チよりも少ない数のカラーパッチのセットとなっている。
【００３９】
　そして制御部１１は、前回補助キャリブレーションまたはキャリブレーションを実行し
て以降、プリンタ２へ出力された画像形成指示について、それぞれ演算した推定消費量を
総和し、当該総和後の値が最も大きい色を検出する。そして、当該検出した色に関連づけ
られているカラーパッチのセットを記憶部１２から読み出し、補助キャリブレーションの
ためのカラーパッチのセットとして定める。
【００４０】
　制御部１１は、図２に示した処理Ｓ４，Ｓ１０におけるように、プリンタ２へ出力され
るべき画像形成指示（合成先指示と呼ぶ）にカラーパッチの形成指示を合成する場合は、
ここで定めたセットに含まれるカラーパッチの形成指示を、合成先指示の一部に合成する
。なお、各カラーパッチを形成する領域は、例えば、用紙の端部分など、画像が形成され
る機会の少ない部分に予め定めておく。
【００４１】
　本実施の形態によると、基本的には、設定された実行間隔の枚数に達するごとに、次に
プリンタ２へ出力する画像形成指示を参照し、当該画像形成指示によって用紙上に画像を
形成したときにカラーパッチを形成するべきとして予め定められた領域が残っているか（
当該領域に形成された画像が入っていないか）を調べ、当該領域が残っていれば、当該領
域にカラーパッチを形成する。
【００４２】
　利用者は、このカラーパッチを別途、プロファイルの作成のためのスキャナで読み取っ
て、プリンタ２に関するプロファイルを生成することになる。このプロファイルの生成方
法については、広く知られているので、ここでの詳しい説明を省略する。
【００４３】
　例えば、設定された実行間隔の枚数が「１０」である場合、２ページの画像形成指示が
連続して受信されたとすると、５番目に受信した画像形成指示をプリンタ２へ出力したと
ころで、設定された実行間隔の枚数である１０ページに達することになる。そこで、６番
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目に受信した画像形成指示について、当該画像形成指示によって用紙上に画像を形成した
ときにカラーパッチを形成するべきとして予め定められた領域が残っているかを調べる。
ここで、当該領域が残っていれば、当該６番目の画像形成指示に、補助キャリブレーショ
ンのためのカラーパッチを形成する指示を合成し、当該領域にカラーパッチを形成する。
【００４４】
　本実施の形態では、前回補助キャリブレーションまたはキャリブレーションを実行して
以降、プリンタ２へ出力された画像形成指示、つまり、ここでは１番目から５番目に出力
した画像形成指示によるトナーの推定消費量を演算して総和し、当該総和後の値が最も大
きいトナーの色を検出する。そして、当該検出した色に関連づけられているカラーパッチ
のセットを記憶部１２から読み出し、補助キャリブレーションのためのカラーパッチのセ
ットとして定める。
【００４５】
　ここで、６番目に受信した画像形成指示について、当該画像形成指示によって用紙上に
画像を形成したときにカラーパッチを形成するべきとして予め定められた領域が残ってい
ない場合は、補助キャリブレーションの処理を延期し、第７番目に受信した画像形成指示
について、当該画像形成指示によって用紙上に画像を形成したときにカラーパッチを形成
するべきとして予め定められた領域が残っているかを調べる。以下、当該領域が残ってい
る画像形成指示が見いだされるまで、延期カウンタを各画像形成指示によって印刷される
枚数ずつ加算していき、この延期カウンタが予め定めたカウントしきい値を越えたときに
、次に出力する画像形成指示についてもカラーパッチを形成するべきとして予め定められ
た領域が残っていない場合は、カラーパッチを形成するため、白紙（つまり画像形成指示
とは関わりのない用紙）にカラーパッチを形成する。
【００４６】
　なお、補助キャリブレーション処理において、画像形成指示によって形成される画像の
余白に、カラーパッチを形成する場合、当該画像形成指示に係る複数のページに亘ってカ
ラーパッチを形成できる場合（カラーパッチを形成する領域が、複数ページに亘って余白
となっている場合）は、形成するカラーパッチの数を増大させてもよい。例えば、余白と
なっているページ数ごとに、カラーパッチのセットを記憶しておけばよい。
【００４７】
　さらに、ここまでの説明ではカラーパッチのセットを、最大使用色に関連づけて予め定
められたセットから選択するようにしていたが、例えば、「肌」や「緑」など予め形成さ
れる画像に合わせたカラーパッチのセットを記憶部１２に格納しておき、画像形成指示を
出力する利用者が、選択できるようにしておいてもよい。
【００４８】
　さらに本実施の形態において、プリンタ２側の用紙排出部付近にスキャナを設けておき
、補助キャリブレーションのためのカラーパッチを、当該スキャナによって読み取ってプ
ロファイルの作成を行うようにしてもよい。このようにすると、利用者がカラーパッチを
読み取る必要がなくなり、利便性を向上できる。
【図面の簡単な説明】
【００４９】
【図１】本発明の実施の形態に係る画像形成制御装置の構成及びその接続例を表すブロッ
ク図である。
【図２】本発明の実施の形態に係る画像形成制御装置の動作例を表すフローチャート図で
ある。
【図３】本発明の実施の形態に係る画像形成制御装置において設定されている、補助キャ
リブレーションのカラーパッチの形成領域の例を表す説明図である。
【符号の説明】
【００５０】
　１　プリンタサーバ、２　プリンタ、１１　制御部、１２　記憶部、１３　通信部。
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